
問 

水
害
対
策
強
化
の
た
め
の
新
た
な
組

織
体
制
「
治
水
対
策
室
」
へ
の
市
長
の
思

い
を
問
う
。

答 

河
川
改
修
の
推
進
、
遊
水
池
の

整
備
、
排
水
ポ
ン
プ
の
増
設
な
ど
の

治
水
対
策
に
は
検
討
及
び
協
議
が
必

要
で
あ
る
。
水
害
対
策
の
強
化
の
た

め
、
治
水
対
策
室
設
置
に
よ
り
、
的

確
に
対
応
す
る
よ
う
に
努
め
た
い
。

問 

台
風
15
号
、
19
号
を
受
け
、
国
の
補

正
予
算
で
2
4
3
7
億
円
が
充
て
ら
れ
た

が
市
の
対
応
は
。

答 

袋
井
駅
南
地
区
に
は
、
ポ
ン
プ

の
設
置
な
ど
の
対
策
に
取
り
組
み
、

田
端
東
調
整
池
の
貯
留
量
の
拡
大
を

図
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
県
で
実

施
中
の
太
田
川
下
流
工
区
に
お
け
る

河
道
掘
削
を
促
進
す
る
追
加
執
行
を

副
知
事
に
要
望
し
た
。
結
果
、
予
算

が
配
分
さ
れ
、
県
に
対
し
早
期
の
事

業
執
行
を
お
願
い
し
た
。

問 

I
C
T
を
活
用
し
、
公
共
施
設
に
関

連
す
る
情
報
を
一
元
管
理
す
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し
、
市
民
の
利
用
率
・

満
足
度
を
向
上
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

公
共
施
設
の
空
き
状
況
、
貸
出

し
可
能
な
器
具
、
備
品
が
わ
か
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
準
備
は
出
来
て

い
な
い
が
、
そ
の
方
向
で
今
後
い
く

べ
き
だ
と
思
っ
て
い
る
。

木 

下 　

正 

議
員

問 

認
定
農
業
者
に
対
し
て
袋
井
市
独
自

の
支
援
措
置
は
あ
る
か
。

答 

担
い
手
農
家
等
機
械
整
備
事
業

費
補
助
金
や
、
茶
業
支
援
対
策
事
業
費

補
助
金
な
ど
が
あ
る
。
作
物
の
栽
培
技

術
、あ
る
い
は
経
費
な
ど
の
営
農
相
談
、

農
地
の
あ
っ
せ
ん
な
ど
、
農
業
者
へ
の

丁
寧
な
支
援
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き

た
い
。

問 

ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及
に
必
要
な
取

り
組
み
は
。

答 

高
額
な
費
用
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
の
支
援
は
も
と
よ
り
、
ス
マ
ー

ト
農
業
に
関
す
る
知
識
、
理
解
を
深

め
て
、
正
し
い
情
報
を
収
集
で
き
る

場
と
し
て
の
研
修
等
の
機
会
を
、
県

や
J
A
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し

て
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
。

問 

緑
茶
の
効
能
に
つ
い
て
分
析
結
果
が

公
表
さ
れ
た
。
需
要
が
低
下
し
て
い
る
緑

茶
の
消
費
拡
大
の
起
爆
剤
に
す
べ
き
と
考

え
る
が
。

答 

緑
茶
が
健
康
長
寿
に
有
効
で
あ
る

調
査
結
果
を
最
大
限
活
用
し
、
国
内
外

の
健
康
志
向
の
消
費
者
に
向
け
P
R
し
、

新
た
な
販
路
拡
大
に
つ
な
げ
、
オ
ー
ル

静
岡
茶
の
取
り
組
み
に
積
極
的
に
参
加
、

協
力
し
消
費
拡
大
に
努
め
て
い
き
た
い
。

戸
塚 

哲
夫 

議
員

農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
直
し

緑
茶
の
消
費
拡
大

ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及

袋
井
駅
南
地
区
治
水
対
策

今
後
の
取
り
組
み
は

公
共
施
設
利
活
用
の
現
状
と  

今
後
の
対
策
は

メロープラザ
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